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今
日
、
消
防
の
任
務
及
び
活
動

は
、
火
災
予
防
、
警
防
、
救
急
救

助
を
は
じ
め
、
地
震
・
風
水
害
、

火
山
噴
火
な
ど
の
自
然
災
害
へ
の

対
応
と
広
範
囲
に
わ
た
り
、
地
域

住
民
の
安
心
・
安
全
確
保
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
各
地
で
台
風
や
集
中

豪
雨
に
よ
り
、
多
数
の
死
傷
者
を

出
す
災
害
が
発
生
し
、
本
県
に
お

き
ま
し
て
も
、
十
月
の
台
風
十
八

号
に
よ
り
、
土
浦
市
や
龍
ケ
崎
市

に
お
い
て
竜
巻
が
発
生
し
、
多
数

の
負
傷
者
が
出
た
ほ
か
、
多
く
の

家
屋
が
損
壊
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
益
々
大
き
く
な

る
消
防
の
役
割
と
住
民
の
期
待
に

応
え
、
住
民
生
活
の
平
穏
と
安
全

を
守
っ
て
行
く
た
め
に
は
、
消
防

の
組
織
を
上
げ
て
、
英
知
を
結
集

す
る
と
と
も
に
、
崇
高
な
消
防
精

神
の
高
揚
と
団
結
を
図
り
、
地
域

防
災
力
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　

本
協
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

消
防
の
持
つ
使
命
の
重
要
性
を
深

く
認
識
し
、
県
民
の
『
安
全
・
安

土
浦
市
（
１
／
９
）

新
年
の
ご
挨
拶

㈶
茨
城
県
消
防
協
会　

会
長　

大
塚　

光

　

平
成
二
十
二
年
の
輝
か
し
い
新

春
を
迎
え
、
消
防
関
係
者
の
皆
様

に
謹
ん
で
ご
祝
辞
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

消
防
団
員
・
消
防
職
員
の
皆
様

方
が
、
常
日
頃
か
ら
、
消
防
防
災

の
最
前
線
に
立
ち
、
火
災
を
は
じ

め
と
し
た
あ
ら
ゆ
る
災
害
か
ら
地

域
住
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産
を

守
る
た
め
、
日
夜
献
身
的
な
ご
尽

力
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、

心
か
ら
の
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
関
係
諸
団
体
の
皆

様
方
に
は
、
消
防
防
災
に
対
す
る

深
い
ご
理
解
の
も
と
、
熱
心
に
ご

活
動
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、

深
甚
な
る
敬
意
を
表
す
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

　

我
が
国
の
消
防
は
、
戦
後
、
地

域
に
密
着
し
た
自
治
体
消
防
と
し

て
発
足
し
て
以
来
、
六
十
余
年
が

過
ぎ
、
こ
の
間
、
関
係
者
の
並
々

な
ら
ぬ
ご
努
力
に
よ
り
ま
し
て
、

組
織
・
設
備
の
両
面
に
お
い
て
、

着
々
と
充
実
強
化
さ
れ
て
お
り
ま

す
こ
と
は
、
誠
に
同
慶
の
至
り
で

ご
ざ
い
ま
す
。

心
の
確
保
』
の
た
め
、
各
種
事
業

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

特
に
、
平
成
十
九
年
度
の
理
事

会
・
評
議
員
会
で
決
議
い
た
し
ま

し
た
「
女
性
消
防
団
の
結
成
促
進

に
向
け
た
取
組
み
」
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ま
も
な
く
計
画
の
三
年
間

が
修
了
す
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
各
消
防
団
長
さ
ん
を
は
じ

め
、
関
係
者
の
皆
様
の
熱
意
と
ご

努
力
に
よ
り
、
そ
の
数
は
決
議
前

に
十
三
団
で
あ
っ
た
も
の
が
、
本

年
一
月
現
在
で
二
十
五
団
と
な

り
、
さ
ら
に
四
月
に
も
複
数
の
消

防
団
で
発
足
の
運
び
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

ど
う
か
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
心
新
た
に
「
安
全
な
地
域
づ

く
り
」
の
た
め
、
な
お
一
層
の
ご

尽
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
皆
様
方
と
ご
家
族

様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

日立市（１/10）

平
成
二
十
二
年

消
防
出
初
式

新
年
の
ご
挨
拶

茨
城
県
知
事　

橋
本　

昌

　

平
成
二
十
二
年
の
新
春
を
迎

え
、
消
防
関
係
者
の
皆
様
に
謹
ん

で
年
頭
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
本
県
の
消
防
防
災
行

政
の
推
進
に
大
変
な
ご
尽
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
景
気
の
低
迷
や
雇
用

の
悪
化
が
続
き
ま
す
と
と
も
に
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す

る
な
ど
大
変
な
一
年
で
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
国
政
に
お
い
て
は
自

民
党
か
ら
民
主
党
へ
と
劇
的
な
政

権
交
代
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
三
月
に
首
都
圏
三
番

目
の
空
港
と
な
る
茨
城
空
港
が
開

港
し
ま
す
と
と
も
に
、
圏
央
道
が

常
磐
道
の
つ
く
ば
Ｊ
Ｃ
Ｔ
か
ら
つ

く
ば
中
央
Ｉ
Ｃ
ま
で
、
東
関
道
水

戸
線
が
茨
城
町
Ｊ
Ｃ
Ｔ
か
ら
茨
城

空
港
北
Ｉ
Ｃ
ま
で
開
通
す
る
予
定

で
あ
る
な
ど
、
広
域
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
が
更
に
進
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

本
格
的
な
人
口
減
少
と
少
子
高

齢
化
、
税
収
減
や
交
付
税
の
大
幅

削
減
に
よ
る
危
機
的
な
財
政
状
況

な
ど
、
県
行
政
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
変
厳
し
い
も
の
が
ご
ざ
い
ま

す
が
、
本
年
も
、
経
済
・
雇
用
対

策
や
聖
域
な
き
行
財
政
改
革
に

全
力
で
取
り
組
み
な
が
ら
、「
人

が
輝
く
元
気
で
住
み
よ
い
い
ば
ら

き
」
づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
い

か
な
る
災
害
や
事
故
に
お
き
ま
し

て
も
迅
速
・
的
確
に
対
応
で
き
る

よ
う
消
防
防
災
体
制
の
充
実
強
化

を
図
り
、
県
民
の
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
県
土
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

消
防
関
係
者
の
皆
様
方
の
よ
り

一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

最
後
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
、

ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新

年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　　　▲
土浦市（１/９）

　新春を飾る消防出初式が、１月９日から
11日の３日間を中心に県内各地で挙行さ
れました。
　例年、当誌面でも日程表などを掲載して
おりますが、本号では日立市及び土浦市の
様子をスナップ写真でご紹介いたします。
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第
三
回
茨
城
県
女
性
消
防
団

結
成
促
進
大
会
を
開
催

内
女
性
消
防
団
の
熱
い
活
動
〜
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
本
大
会
一
回
目

か
ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
東
京

都
赤
羽
消
防
団
団
本
部
分
団
長
の

小
澤
浩
子
さ
ん
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
、
飯
島
課
長
を
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
迎
え
、
パ
ネ
ラ
ー
に
は
消

防
団
長
か
ら
、
女
性
消
防
団
を
結

成
し
て
一
年
目
、
笠
間
市
消
防
団

の
岡
野
清
右
ヱ
門
団
長
（
団
長
歴

十
三
年
）
と
結
成
五
年
目
、
ひ
た

ち
な
か
市
消
防
団
の
澤
畑
浩
行

団
長
（
団
長
歴
八
年
）、
女
性
消

防
団
員
か
ら
は
、
常
陸
大
宮
市
消

防
団
の
山
﨑
正
子
部
長
（
団
員
歴

三
年
）、
茨
城
町
消
防
団
の
遠
西

淑
子
団
員
（
団
員
歴
六
年
）、
阿

見
町
消
防
団
の
山
本
み
ゆ
き
団
員

（
団
員
歴
五
年
）
に
登
壇
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

守谷市消防団
救命講習開始
守谷市消防団
救命講習開始

　

守
谷
市
消
防
団
か
ら
活
動
報
告

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

　

守
谷
市
消
防
団
は
、
平
成
二
十

一
年
度
か
ら
三
ヵ
年
計
画
で
全
消

防
団
員
二
百
七
十
名
の
救
命
講
習

会
受
講
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
始
め
に
、
平
成
二
十
一
年

十
一
月
二
十
二
日
（
日
）、
守
谷

消
防
署
に
於
い
て
、
齋
藤
団
長
以

下
十
一
名
・
女
性
消
防
団
員
十
名

が
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
救
命
講

習
会
を
受
講
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
二
年
の
消
防
出
初
式

は
、三
連
休
に
集
中
し
ま
し
た
が
、

概
ね
穏
や
か
な
天
候
に
恵
ま
れ
、

無
事
終
了
し
た
模
様
で
、
何
よ
り

で
し
た
。

　

そ
れ
に
比
べ
て
国
会
は
、「
政

治
と
カ
ネ
」
の
問
題
で
、
依
然
ゴ

タ
ゴ
タ
が
続
き
、
ス
ッ
キ
リ
快
晴

と
は
い
か
な
い
よ
う
で
す
。

　

今
年
度
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と

二
ヶ
月
、
や
り
残
し
の
無
い
よ
う

に
し
っ
か
り
頑
張
ら
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
ね
。　
　
　
　
　
　
（
な
）

　

今
年
度
は
、
消
防
団
本
部
と
第

一
分
団
か
ら
第
四
分
団
ま
で
、
来

年
度
は
、
第
五
分
団
か
ら
第
八
分

団
ま
で
、
平
成
二
十
三
年
度
は
、

第
九
分
団
か
ら
第
十
三
分
団
ま
で

の
団
員
が
受
講
す
る
予
定
で
す
。

　

守
谷
市
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
公
共

施
設
二
十
九
箇
所
、
そ
の
他
十
二

箇
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠

女
性
消
防
団
の
重
要
性
や
入
団
促

進
、
全
国
の
活
動
事
例
な
ど
を
、

画
像
を
使
い
な
が
ら
分
か
り
易
く

説
明
い
た
だ
き
、「
消
防
団
は
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
支
え
る
大

き
な
力
」
と
存
在
意
義
を
強
調
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
県
は
女
性

消
防
団
員
の
加
入
促
進
に
熱
心
な

県
と
し
て
、
そ
の
取
組
み
に
対

し
、
大
き
な
期
待
を
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

休
憩
後
の
意
見
発
表
で
は
、
四

名
の
女
性
消
防
団
員
が
、
画
像
等

を
使
っ
て
日
頃
の
活
動
を
紹
介
し

ま
し
た
。
発
表
内
容
は
次
の
と
お

活
動
事
例
等
を
紹
介
し
な
が
ら
、

女
性
消
防
団
の
結
成
促
進
と
県
内

の
女
性
消
防
団
員
の
交
流
を
図
る

た
め
、
第
三
回
と
な
る
女
性
消
防

団
結
成
促
進
大
会
を
十
二
月
四
日

（
金
）
に
県
庁
九
階
の
講
堂
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
総
務
省
消
防
庁
国
民

保
護
・
防
災
部
防
災
課
の
飯
島
義

雄
課
長
を
講
師
に
「
女
性
消
防
団

の
役
割
及
び
活
動
事
例
」
と
題
し

た
講
演
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　

飯
島
課
長
は
、
ま
ず
、
日
本
の

地
域
防
災
体
制
に
お
け
る
消
防
団

の
役
割
や
特
性
に
つ
い
て
、
次
に

り
で
す
。

①
今
日
か
ら
私
も
救
急
隊
〜
小
学

生
か
ら
の
Ｂ
Ｌ
Ｓ
〜

　

取
手
市
消
防
団

　
　

班
長　

河
野　
　

文
さ
ん

　
　

班
長　

谷
口　

直
子
さ
ん

②
地
域
に
お
け
る
女
性
消
防
団
の

役
割

　

筑
西
市
消
防
団

　
　

班
長　

宮
内
か
よ
子
さ
ん

③
幼
児
に
対
す
る
防
火
啓
発
活
動

寸
劇
紹
介

　

牛
久
市
消
防
団

　
　

団
員　

鈴
木　

朋
美
さ
ん

　

続
く
「
使
命
に
燃
え
る
！
〜
県

編 

集 

後 

記

議　

題

　
（
一
）
消
防
防
災
ヘ
リ
と
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
運
用

　
（
二
）
平
成
二
十
二
年
度
消
防
学

校
教
育
訓
練
計
画
概
要

　
（
三
）
女
性
消
防
団
の
結
成
状
況

と
今
後
の
活
性
化
大
会

　
（
四
）
日
本
消
防
協
会
の
火
災
共

済
制
度
及
び
消
防
互
助
年

金
等

　
（
五
）
そ
の
他（
消
防
団
員
募
集
）

　

懇
談
会
は
、
ま
ず
消
防
防
災
課

か
ら
、
来
年
度
更
新
さ
れ
る
消
防

防
災
ヘ
リ
と
来
年
度
導
入
さ
れ
る

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
用
に
つ
い

て
、
続
い
て
県
立
消
防
学
校
か
ら

消
防
学
校
の
教
育
訓
練
計
画
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
丁
寧
な
説
明
を

頂
き
、
忌
憚
の
な
い
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
平
成
十
九
年
度
の
理
事

会
・
評
議
員
会
で
決
議
し
、
三
年

間
取
り
組
ん
で
き
た
女
性
消
防
団

救命講習を受講する女性団員

　

恒
例
の
支
部
別
消
防
団
長
等
懇

談
会
が
、
県
南
北
部
地
区
を
皮
切

り
に
、
以
下
の
日
程
に
よ
り
、
県

内
六
支
部
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
席
者
は
、
消
防
団
長
、
消
防

団
担
当
課
長
、
消
防
主
任
並
び
に

県
か
ら
消
防
防
災
課
長
、
消
防
学

校
長
及
び
同
職
員
、
協
会
事
務
局

で
す
。

（
一
部
支
部
は
消
防
長
も
出
席
）

・
県
南
北
部
支
部　

五
市

　

平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
一
日

　

つ
く
ば
市
「
山
水
亭
」

・
県
西
支
部　

十
市
町

　

平
成
二
十
二
年
一
月
十
九
日

　

八
千
代
町
「
ビ
ア
ン
ジ
ュ
結
城

家
」

・
県
南
南
部
支
部　

九
市
町
村

　

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
日

　

阿
見
町
「
か
す
み
公
民
館
」

・
県
央
支
部　

六
市
町

　

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
一
日

　

大
洗
町
「
さ
か
な
や
隠
居
」

・
鹿
行
支
部　

五
市

　

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
二
日

　

鉾
田
市
「
ホ
テ
ル
さ
わ
や
」

・
県
北
支
部　

九
市
町
村

　

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
九
日

　

東
海
村
消
防
本
部

平
成
二
十
一
年
度

支
部
別
消
防
団
長
等
懇
談
会
を
開
催

県北支部団長等懇談会

パネルディスカッション

　

当
協
会
で
は
、
男
女
共
同
参
画

型
社
会
の
形
成
を
受
け
、
女
性
の

特
性
を
活
か
し
た
独
居
老
人
宅
の

住
宅
防
火
診
断
や
救
命
講
習
等
で

大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
女
性

消
防
団
を
県
内
全
域
に
拡
大
し
、

茨
城
県
の
消
防
団
業
務
の
充
実
強

化
を
図
る
と
共
に
、
毎
年
減
少
し

て
い
る
消
防
団
員
確
保
対
策
に
資

す
る
こ
と
と
し
、『
お
お
む
ね
三

年
程
度
で
県
内
全
市
町
村
に
女
性

消
防
団
を
結
成
す
る
』
こ
と
を
平

成
十
九
年
の
総
会
（
理
事
会
・
評

議
員
会
）
で
決
議
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
女
性
消
防
団
の

　

小
澤
さ
ん
の
巧
み
な
リ
ー
ド

で
、
結
成
ま
で
の
苦
労
話
や
結
成

効
果
、
活
動
事
例
や
課
題
な
ど

様
々
な
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、

本
当
に
充
実
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
り
、
参
加
者
に

も
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

第
二
部
は
、
二
階
の
レ
ス
ト
ラ

ン
に
会
場
を
移
し
て
意
見
交
換
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
に
は
、
県
か
ら
橋

本
知
事
や
生
活
環
境
部
の
椎
名
部

長
、
岡
田
危
機
管
理
監
等
の
幹
部

職
員
に
加
え
、
飯
島
講
師
や
小
澤

講
師
に
も
ご
出
席
い
た
だ
き
、
飲

食
を
し
な
が
ら
大
い
に
情
報
交
流

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
知

事
か
ら
は
、
こ
の
大
会
の
盛
況
さ

や
女
性
団
員
の
パ
ワ
ー
に
驚
き
な

が
ら
、「
女
性
の
持
つ
特
性
を
活

か
し
、
今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍
を

期
待
す
る
。」と
の
熱
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
頂
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
参
加
者
は
、
第
一
部
の

大
会
に
三
百
八
十
名
（
消
防
団
長

等
男
性
消
防
職
団
員
百
七
十
九

名
、女
性
消
防
団
員
二
百
一
名
）、

第
二
部
の
意
見
交
換
会
に
二
百
八

十
八
名
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
の
結
果
、
消
防

団
の
結
成
状
況
は
、
十
月
現
在
で

二
十
五
団
と
な
っ
て
お
り
、
平
成

二
十
二
年
四
月
に
は
新
た
に
五
つ

の
消
防
団
で
設
置
が
見
込
ま
れ
て

お
り
ま
す
。

　

今
年
は
当
初
の
目
標
で
あ
る
三

年
目
の
年
で
し
た
が
、
こ
れ
ら
の

活
動
事
例
等
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
今
後
と
も
結
成
に
向
け
た
取

組
み
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

※
皆
様
の
日
頃
の
活
動
や
話
題
に

関
す
る
寄
稿
を
心
よ
り
、
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

の
結
成
促
進
に
つ
い
て
、
そ
の
成

果
と
女
性
消
防
団
結
成
促
進
大
会

の
今
後
の
進
め
方
を
鈴
木
事
務
局

長
か
ら
説
明
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
日
本
消
防
協
会
及
び

全
日
本
消
防
人
共
済
会
が
行
う
各

種
共
済
事
業
（
福
祉
共
済
・
火
災

共
済
・
消
防
互
助
年
金
）
に
つ
い

て
、
加
入
促
進
を
図
る
た
め
の
Ｐ

Ｒ
を
鈴
木
事
務
局
長
か
ら
行
い
ま

し
た
。

　

い
ず
れ
の
会
場
で
も
、
限
ら
れ

た
時
間
の
中
で
有
意
義
な
情
報
交

換
が
出
来
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

講演をする飯島課長 ▼

　茨城県の消防団員数の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　各年10月１日現在
性　別 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年
男　性 26,070 25,890 25,629 25,436 25,109 24,838 24,606 24,462 24,229
女　性 64 80 98 153 163 175 202 271 380
計 26,134 25,970 25,727 25,589 25,272 25,013 24,808 24,733 24,609

対前年比 － △164 △243 △138 △317 △259 △205 △75 △124
☆県内市町村数：44　消防団数：48（うち女性消防団数25）


